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 (6)第5表 のRn含 有量は泉水中璽R。量 とよく調和する結果である.注 意すべきはRdTh含

有量であつて,稜 生する1～.が雫衡に潅するまで密封 されすに自由に大氣中に逃れさる場 含,

實際蹟泉の周囹一帯に現れる放射能ぱ殆ど全部Tnに よるものである事が判る。

 換言すればRa含 有量カゾ,豫想される放射能に比 し遙かに彊い放射能がT、、により生じて い る

のである.源 泉の放射能の幣寮的効果或ぱ生理的影響を考察す る際には,此 の意味でTl】含有

量に特 に注意する事が必要である.

    粘土質物の低温焼成物に於 ける高周波損失

                  (第2報)

             藤 井 粂 簿 ・寺 井 庄 治

 第1報 に於いて本研究者 の1入は,粘i・ 質物を500℃-iOOO℃ に焼成する時…,そのtarα 値

か減少して優に受信用眞察管内の絶縁物或は憂に之を適雷な物質で包んでその他の絶縁物に使

用 し得 るであろうと云い,伺 之は吸漁性があるのでt之mα 値の測定は眞室中でせねば 詳 細 な
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事情 はわからないと述べた,イく報告には前回の澗定に使用 した理研電具製獲毛狂ミ黙法(初 めダイ

ナトロン法 と稻 しアこ)測 定1段置の、:心櫃 部を改造して眞空ポンプに直糸lllし渕定 した豫備試rズ程

度の結果を獲長する.

        第1圖     試料1よ河東カオ リン・木山木節の1水9?・300日
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報 告迄 にで きなかつたのは衡 念で ある

が,次 回 には今少 し範 困を披 げて試 僑 してみたい と思つて い る.父 リア クタ ンス攣化法 で測 定

した値がta11δ=2.3×10-4の 石 英爾 子板 を本改造 装置で測定 した虞眞 室 に しない 時 は測 定他 は

2,8に なつ た り5・8になつ7: b不 定 であつ たが,眞 室 にす る と約2,3近 くになつた.從 つ て装 置の

改造 が測定算川 され るta1δ 値 を不信 用にす るものでない事が わかつ たので あ る・

 此の試強は商工省陶磁器試験所で行ったが・書聞ば殆んど停電朕態であつたので主 として毎
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           植村:ゼ ラチンゼリーの光彊性試験片製作について

日21時以後翌6時 迄の間に測定した.そ れでも停電のナニめ室しく時隅を過 した事 もあつた,此

の様な次第 で充分研究を進 め得 なかつたのは遺憾である.

   ゼ ラチ ンゼ リ」の光弾性試験片製作 について

              植  村  吉 ㌧ 明

 ゼラチンぜり・一の試験片を用いて物禮の攣形過程を光弾性法により槻測1『ると,共 の内部慮

力の分布攣化 も同時に測定せ られる.な おその時の試験片 と型 との加巫面 に於ける動摩擦係数

の測定法 については前回(1)報告 した.

 今回 この攣形可能 なゼ ラチンゼ リーの光弾性試験片を造 る基準を得たので,こ れについて報

告する.

      第 1 團        光弾性試験は二重屈折性の利用にあるので,そ の試

   ¢.  ".、J-♂ 凝 験片ば特殊の場合を1腰 等雄 にする嬢 肋 る・そ

罐 繋灘欝
    0 10 20 30 砂  を水中よりすくい採る方法がある.第2圖 に示す様に

     一 鰯 漁 料 一艶 含糧 厳 噸 盈度。於噺 際 共に繍 するのでゼ

ラチンの多い試瞼片を唯一つ作 るのには良い方法ではあるが,然 し同 じ試材を多数製作するの

は困難である・

 次は膨潤時問であるが目で視て一様に膨潤するには温度により異なるも約5～6時i罰を要する

この際.ゼ ラチンの罷積上曾加は第3圖 に示す様に速であるので水は必す所要ゼラチン原料の中

え注入すぺきであ る.な おゼラチン30%以 上の ものを製作 するためには注入水{儘は10℃以下で
       じ

ある事を必要 とする.製 作容易なるゼラチン濃憂は20～25%程 変であり,著 者は常に此の値を

採用 している.            .

 次に膨潤を終つたゼ ラチンを溶解する.こ の際庇時闇煮 ると憂質すると云われている(2切で

60℃程度,時 間は溶液の温度分布を考慮し常に1時 聞と定めて温水バスで加熱する.こ の場合
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